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空域ごとに分ける空間時分割多重アクセス方式(STDMA ：Space Time Division 
Multiple Access) を提案した．また，STDMA方式が隠れ端末に対して耐性を有し，航
空移動体通信の無線アクセス方式として優れていることを述べている．更に，航空機の
トラヒックをパラメータとして洋上航空路アドホックネットワークにおけるデータ転
送失敗率を計算機シミュレーションによって評価し，提案する自律分散型アドホック無
線による単一チャネル VHF空対空無線中継通信システムの有効性を検証している． 
本章の研究成果として，提案した「洋上航空路アドホックネットワーク」に関し，次
の結果を得た．  
(1) 管制間隔の短縮を可能とし，航空交通量の増大，燃料消費改善効果の高い航空路
や飛行高度の運航機会を増し，経済的効果が期待できる． 
(2) SATCOM 非搭載航空機の洋上航空路データ通信ネットワークへの参加を可能と
し，洋上航空路の信頼性向上と効率改善に有用である． 
(3) ポジションリポート及び航空機間通信による新しい通信インフラは，航空機の衝
突防止情報としての利用が可能で，航空事故等の防止及び覆域の拡大並びに航空
交通の効率を向上させる効果があり，航空機の安全運航に有益である． 
航空機間通信による新しい通信インフラは，航空事故等の防止や覆域拡大効果があり，
洋上航空路通信の信頼性向上及び航空機の安全性向上を図る手法として，更に研究を継
続することが望まれる． 
 
6章は結論であり，本研究の成果をまとめた． 
 
本論文では，航空機に搭載される VHF通信システムの信頼性を向上させ，航空機の
安全運航及び航空交通の効率向上を図るとともに，ワイヤレスコミュニケーションの発
展に貢献する技術を論じている．今後，本研究成果が，国際航空輸送の安全性及び効率
の向上に寄与し，更なる発展の一助となれば幸いである． 
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